
国際交流の集い 2020
ねん

年 1
がつ

月 26
にち

日（
にちようび

日曜日）

はじ

初めての「
にほんご

日本語スピーチコンテスト」
こんかい

今回「
こくさい

国際
こうりゅう

交流 の
つど

集い」として
はじ

初めて
と

取

り
く

組まれた「
にほんご

日本語スピーチコンテスト」。
はっぴょうしゃ
発表者の

みな
皆さんはそれぞれ

いそが
忙しい

ひ
日

び
々の

なか
中、

にほんご

日本語で
なに

何をどう
ひょうげん

表現 しようかと
くしん

苦心され

たことでしょう。

とうじつ
当日、

わたし
私も

はっぴょう
発表する

かた
方

がた
々と

おな
同じようにドキドキしながら

ぶたい
舞台の

した
下で

き
聴いていました。

じゅしょう

受賞された
さん

三
にん

人の
かた

方は、
にほんご

日本語も
す

素
ば

晴らしく、スピーチ
ないよう

内容も
かんが

考えさせられるもので、

思わずジーンとなり、
むね

胸を
う

打たれました。

ほか
他の

はっぴょうしゃ
発表者の

みな
皆さんもそれぞれ

こせい
個性があり、

にほん
日本

の
ぶんか

文化を
たの

楽しんだり、
じぶん

自分の
かんが

考えを
にほんご

日本語でうまく
つた

伝えられなくて
くろう

苦労したり……。その思いは
き

聴いて

いる
わたし
私

たち
達にもよく

つた
伝わってきました。

このようにそれぞれの思いのつまったスピーチに
じゅんい

順位をつけるのは
むずか

難しいなあと
かん

感じ

ました。

ともあれ、あんな
たか
高い

ぶたい
舞台の

うえ
上で

どう
堂

どう
々とスピーチをされた

はっぴょうしゃ
発表者の

みな
皆さんに

おお
大きな

はくしゅ

拍手を
おく

送ります。

こくさいこうりゅう つど

おも

おも

おも


